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{運勤務}
193. MRIによる遅発性筋肉痛の機会;
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[r:I (1均} 潟強度の遂動，鮮に，コ二三子セントリックな
遂毅!後に迷発性筋肉按iが!tじる.34;研究ではきそのよ
うなi蹴性能肉痛に伴う筋内の変化を，閥抗(主張気共鳴
映像法〉をfおいて務別に，経時的に綴べることを目的と
した.
{方法} 鍵E誌な成人男子6名に対し，右潟の大総pgDJi
筋にエキセントリックな遂動をi支持した.設IJA項目は，
MR談滋(l.snを)lJいた検緩和l:!}nJJ(Tz:一設的にプロトン
緩伎の総務となる)および筋検問i説者i，自党的筋肉痛，
血液クレアチンキナーゼ(CK)活性，勢迷ぞ!J接手{1巌力(f，1]
滋支ぬ180.3∞deg/舘のであった.lv依1山Ji象;立大総長の約
鉛%語!路2より得た，
{結栄および考察} 自党的筋肉痛のピ…クは運動後1
-2Hであった.筋力は遂滋後大きく依下した後徐々に
線復し， CKti5ti:は'運動後481待UIlまでの絡には切らかな
増加は鋭務きれなかった.これらは，先行研究の鉱泉
と一致するものである.Tzは述動故後端加し，その後60
分まで低下傾向を示した.しかしながら，遂滋後12時IJ
H以降外側広筋，内側広筋およびqllJJ広殻iで右窓な増
加!が認められ，そのどークは運動る恕:4--36時間であった
(怯11). 大総i立筋では 121~1問 fj 以鋒のま努力iHま綴察されなか
った.外線広務.r9鎖骨ト qlÎ得広務および合大!J退問~Ji怒j
の横断泌総も12!f志向[1J.).際布;訟にi哲Jlし，それらのど…
クは遂動後12-36il~fl}jであった<1諮り.以J:のことよち，
もおよび務機関?溜裁は:二;総務:で変化し，その議総のピー
クは逃露bによって増却したifl流に，一方，遂いi時期，
すなわち遜発性筋肉務待のピークは殻j策機修援のため
の紹1鼠校総および液体成分の1fr留に恕泌するものと考
えられる.また，これらの変化の度合は}fjjごとに異な
ることが示された.
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194. l護発性筋肉籍に対する銭治議
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筑波大学・心身勝審学系1}理療科教3建築成施
設21 臨床援学系:n東京大学教護学部前
{密約} 護発性筋肉痛は、不機れな運動場特{こエキ
セントリックな運動{とより24^"'始時鍛後に発症し、パ
フォーマンスを低下させる。選発性蕗i蒋識に対する予
防・軽減手段としてストレッチやマッサージが行われ
ているが、その効果については不明な点が多い。
今題、私たちは、エキセントリックな運動負荷後iこ
生じる筋痛と筋力低下iこ対する{民間波銘道議の効果に
ついて犠討した。
{方法} 運動謬穫のない成人男子10名を対象{之、路
定で立ちお足のみで緒子I~箆る運動を20分間計300ffil反
復させた。運動負荷後、設荷磁の内側広筋、外側広務
の各2箔所計4議所{こ車Ij鏡し、 30Hzで20分路の低周波
綴進議〈銭群)と安静鉱床20分間{対照群:)を間一被
検者で4議!議以上の絡織をおいて行い、①筋f議@皮緒
。筋力窃深部j畠を経時的{こ検討した。
①筋籍{立、簸段昇務などの動f学識を5段緩のペイン
スケーんで 7 白鶴毅議前l~評織させた。@庄籍は{捧
葱脅内上角~緩筏部中央、態護審タトよ角~上議鎮静紘
外観鶴鮪裂綴~大転子斜線の3ライン)を設定し各6
等分し路総同時iこ母抱腹で7Kgの持Eをした。@筋力
i立、サイペックス350を舟い、角速度60deg/sec5沼、
180deg/sec 60fil (3D@]..休患15秒、 30@l)澱定し60・
180deg/secGOpeak torque却材と180deg/secの総{士事麓
を辞儀した。窃深部;盆i立大i選前iuの左右針4箆所を濃i
定した。在籍・筋力ー深部溢については、負著者~器、
24、48、72時館後i之潟定した。
また、間接な負識を与えた到の3併について、 MR
Iによる大鎚中央の横断笛のす2毅和締鶴、血溝CK
活性について検討した。
{結集11.動作詩寺第、 f痛ともに対照群では特時館
後、議群では24時総後{こピークとなっ徐々に軽援し
た。経略的変化をみると銭治療器により軽減がみら
れた。
2. peak torque %B智をみると、 60・1BOdeg/secともに
対照群では、負荷後から4邸機後、鍛群では負荷後
低下し銭護後から捻々に窃穫した。総仕事室U~
peak torque覧よりも間後が早くみられた
3.深部議度i立、運動負荷!こより上昇するが対照群と
の授はみられなかった。
4. M R I によるγ2緩和時鰭は、運動穫後{こ欝{立!と
増加しその後初分まで低下するが、 128寺鶴J;t務外様
広務、内鰯広務、中部広務などで増加がみられた。
対照群と銭群との優位の撃はみられなかった。
以上のことから、 30Hz低周波綴還議{率、エキセント
リックな運動負荷f去の筋綴と務力低下の予防!と効薬が
みられたおに運動負荷による務損傷と穆畿の議濯でど
のように鑓わったかは今後の検討議鐙である。
選発性筋肉蕗低隊法錨遜議筋力低下
